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永
尾
議
員

企
画
商
工
行
政
に
つ
い
て

①
現
在
、
Ｉ
Ｔ
革
命
時
代
と
呼
ば
れ

地
域
情
報
化
が
全
国
的
に
積
極
的
に

進
む
中
、
既
に
Ｉ
Ｔ
情
報
化
ツ
ー
ル

を
導
入
し
、
ま
ち
興
し
や
村
興
し
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
地
方
自
治
体

が
あ
り
、
特
に
最
近
で
は
、
奈
良
県

の
幼
女
殺
害
事
件
に
端
を
発
し
、
Ｉ

Ｔ
タ
グ
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
装
置
な
ど
子
供
の

安
全
を
管
理
す
る
た
め
の
情
報
化
ツ

ー
ル
を
導
入
し
、
さ
ら
に
医
療
ツ
ー

ル
と
し
て
、
ま
ち
全
体
を
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
網
で
繋
ぎ
、
ど
の
病
院
に
か
か

っ
て
も
患
者
は
同
じ
情
報
を
得
ら
れ
、

同
じ
ク
オ
リ
テ
ィ
の
治
療
が
受
け
ら

れ
る
。
こ
う
し
た
各
地
方
自
治
体
が
、

Ｉ
Ｔ
情
報
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
中

に
お
い
て
、
大
村
市
の
情
報
化
推
進

計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
お
尋
ね
し
た
い
。

②
大
村
市
は
、
海
上
・
陸
上
を
合
わ

せ
３
部
隊
が
駐
屯
し
て
い
る
が
、
各

種
活
動
を
通
じ
、
市
民
と
の
関
係
は

非
常
に
良
好
で
、
地
域
社
会
へ
の
貢

献
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、

本
市
に
お
け
る
経
済
波
及
効
果
に
も

大
き
な
役
割
を
占
め
て
い
る
。
ま
さ

に
大
村
市
は
自
衛
隊
の
ま
ち
で
あ
る
。

竹
松
駐
屯
地
を
引
き
続
き
存
続
さ
れ

る
よ
う
に
強
く
要
望
す
る
。

ま
い
り
た
い
。

②
事
業
実
施
に
当
た
っ
て
、
国
、
県

と
協
議
を
行
い
、
総
合
運
動
公
園
事

業
の
都
市
計
画
決
定
や
本
事
業
の
推

進
を
図
っ
て
き
た
経
過
が
あ
る
。
現

時
点
で
の
都
市
計
画
の
区
域
変
更
、

網
掛
け
外
し
、
ま
た
、
事
業
の
中
止

に
至
っ
た
場
合
、
市
事
業
の
計
画
性

へ
の
信
頼
を
損
な
う
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
今
後
は
事
業
の
実
施
期
間
を

見
直
し
、
そ
の
時
々
の
経
済
状
態
、

社
会
情
勢
を
十
分
考
慮
し
な
が
ら
、

第
１
期
事
業
が
進
み
、
完
了
が
近
づ

い
た
折
に
は
２
期
、
３
期
事
業
の
再

検
討
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

③
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
育
成
と
支
援
に
つ
い
て

は
、
協
働
の
た
め
の
基
本
指
針
の
策

定
を
含
め
、
調
査
研
究
し
た
い
。

市
民
環
境
部
長

s
①
認
証
取
得
は
、

市
の
関
係
機
関
の
適
用
範
囲
や
財
政

面
及
び
組
織
体
制
の
問
題
が
あ
る
。

こ
の
問
題
は
認
証
取
得
ま
で
の
一
時

的
な
も
の
で
な
く
、
認
証
を
継
続
さ

せ
る
た
め
に
将
来
に
わ
た
っ
て
必
要

と
な
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
は
庁
内

で
の
環
境
協
議
会
等
で
全
庁
的
な
協

議
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

②
取
り
組
み
と
し
て
、
市
内
の
各
ス

ー
パ
ー
等
で
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
買

い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て

も
ら
う
よ
う
市
民
に
訴
え
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

西
大
村
中
・
中
央
小
の
整
備
計
画
。

不
登
校
生
徒
及
び
軽
度
発
達
障
害
児
　

へ
の
対
応
と
そ
の
支
援
策
に
つ
い
て
。

市
長

①
情
報
化
推
進
計
画
で
は
、
地

域
活
性
化
と
行
政
の
情
報
化
に
分
け

て
検
討
し
て
い
る
。
地
域
情
報
化
は
、

申
請
、
届
け
出
な
ど
の
電
子
化
や
、

防
災
情
報
の
提
供
等
、
市
民
が
快
適

で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
実
現
と
、

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
る
。
ま
た
、
行
政
の
情
報
化
に
つ

い
て
は
、
行
政
運
営
の
簡
素
化
、
効

率
化
、
透
明
性
を
図
る
た
め
、
Ｉ
Ｔ

を
活
用
し
た
電
子
自
治
体
を
目
指
し

て
い
る
。
大
村
市
の
Ｉ
Ｔ
関
連
情
報

の
レ
ベ
ル
は
、
民
間
の
出
版
社
に
よ

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
「
ｅ
都
市
ラ
ン

キ
ン
グ
ー
２
０
０
４
」
で
は
、
平
成

16
年
５
月
末
現
在
、
回
答
の
あ
っ
た

全
国
２，
６
１
９
自
治
体
中
、
大
村

市
は
１
７
５
位
、
県
内
で
は
ト
ッ
プ

に
立
っ
て
い
る
。

②
竹
松
部
隊
の
大
き
な
経
済
的
な
影

響
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
各
種
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
無
論
の
こ
と
、

市
内
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
な
ど
、

大
村
市
に
お
け
る
自
衛
隊
の
活
動
は
、

市
民
生
活
に
溶
け
込
ん
で
お
り
、
自

衛
隊
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
都
市

を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
竹
松
部
隊
は
市
民
に
と
っ

て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ

て
お
り
、
何
と
し
て
で
も
今
後
、
国

の
動
向
に
十
分
注
目
し
な
が
ら
存
続

運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

和
崎
議
員

総
務
行
政
に
つ
い
て

①
委
託
業
務
の
あ
り
方
を
問
う
。

県
内
で
福
祉
優
先
。
福
祉
の
大
村
市

と
言
っ
て
過
言
で
な
い
現
状
。
だ
が

こ
こ
一
年
で
財
政
難
を
理
由
に
切
り

捨
て
が
始
ま
っ
た
。
本
当
に
財
源
不

足
な
の
か
？
市
民
に
も
傷
み
を
？
違

う
。
税
金
を
有
効
に
使
う
、
つ
ま
り
、

精
査
を
す
べ
き
で
あ
る
。
本
議
員
は

年
間
一
億
二
千
万
円
に
も
の
ぼ
る
委

託
料
、
つ
ま
り
不
燃
物
収
集
業
務
が

競
争
原
理
を
無
視
し
て
随
意
契
約
の

現
状
は
納
得
出
来
な
い
。
即
時
、
競

争
入
札
に
す
べ
き
で
あ
る
。
時
間
的

に
17
年
度
は
無
理
に
し
て
も
18
年
度

か
ら
実
施
す
べ
き
だ
。
考
え
方
は
？

こ
れ
で
浮
く
財
源
が
二
千
万
円
は
確

保
出
来
る
と
本
議
員
は
試
算
し
て
い

る
。
早
急
に
改
善
し
て
い
く
べ
き
で

あ
る
。

②
清
掃
業
務
の
委
託
業
者
が
数
十
年

間
に
亘
り
、
市
有
地
を
洗
車
、
駐
車

場
と
し
て
使
用
。
し
か
も
十
数
台
を

置
き
、
こ
こ
か
ら
出
退
社
を
し
て
い

る
現
状
。
業
者
と
行
政
が
癒
着
し
て

い
る
と
見
ら
れ
て
も
仕
方
あ
る
ま

い
。
本
議
員
が
議
会
前
に
調
査
し
事

実
が
判
明
し
た
。
こ
の
対
策
は
ど
う

し
た
か
？

市
長

①
一
般
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
市
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Ｉ
Ｔ
日
本
一
を
め
ざ
し
て

陸
上
自
衛
隊
竹
松
駐
屯
地
の
存
続
を
！

ご
み
袋
の
有
償
、
福
祉
の
切
り
捨
て

市
民
に
は
大
き
な
負
担
!!

こ
れ
で
い
い
の
か
清
掃
行
政
の

数
十
年
に
亘
る
税
金
の
無
駄
使
い
!!




